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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　コンクリート構造物上に設けられる中間層と、前記中間層の上に設けられる表面層とを

備えたコンクリート剥落防止材であって、

　前記中間層は、温度２３℃、相対湿度５０％における１８０゜剥離試験（ JIS規格に規

定されるK6854-2）での平均接着強度が１～５Ｎ／ｍｍであり、

　前記表面層は、温度２３℃、相対湿度５０％における伸び率が１００～７００％であり

、

　前記コンクリート剥落防止材は、温度２３℃、相対湿度５０％における押し抜き試験に

おいて、直径１０ｃｍ当たりの押し抜き荷重が０．３ｋＮ以上であり、伸び性能が１０ｍ

ｍ以上であり、かつ、ひび割れ追従性が温度２３℃、相対湿度５０％で２ｍｍ以上である

ことを特徴とするコンクリート剥落防止材。

【請求項２】

　前記中間層は、３成分型水溶性エポキシ樹脂からなることを特徴とする請求項１に記載

のコンクリート剥落防止材。

【請求項３】

　前記表面層は、１液湿気硬化型ポリウレタン樹脂からなることを特徴とする請求項１又

は２に記載のコンクリート剥落防止材。

【請求項４】

　コンクリート構造物上に、中間層を設ける第１の工程と、前記第１の工程によって得ら
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れ た 前 記 中 間 層 の 上 に 表 面 層 を 設 け る 第 ２ の 工 程 を 有 す る コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 方 法 で あ

っ て 、

　 前 記 中 間 層 は 、 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ に お け る １ ８ ０ ゜ 剥 離 試 験 （ JIS規 格 に 規

定 さ れ る K6854-2） で の 平 均 接 着 強 度 が １ ～ ５ Ｎ ／ ｍ ｍ で あ り 、

　 前 記 表 面 層 は 、 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ に お け る 伸 び 率 が １ ０ ０ ～ ７ ０ ０ ％ で あ り

、

　 前 記 コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 は 、 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ に お け る 押 し 抜 き 試 験 に

お い て 、 直 径 １ ０ ｃ ｍ 当 た り の 押 し 抜 き 荷 重 が ０ ． ３ ｋ Ｎ 以 上 で あ り 、 伸 び 性 能 が １ ０ ｍ

ｍ 以 上 で あ り 、 ひ び 割 れ 追 従 性 が 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ で ２ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と を

特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 を 用 い た コ ン ク リ ー

ト 剥 落 防 止 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 及 び コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 道 路 等 の 構 造 物 に 用 い ら れ る コ ン ク リ ー ト は 、 中 性 化 、 塩 害 、 凍 害 、 ア ル カ リ シ リ カ 反

応 に よ る 劣 化 、 酸 性 雨 な ど に よ る 化 学 的 腐 食 、 自 動 車 等 の 通 行 で 繰 り 返 さ れ る 外 力 に よ る

疲 労 劣 化 等 に よ っ て 脆 弱 し て 剥 落 す る 危 険 性 が 指 摘 さ れ て い る 。

そ の 対 策 と し て 、 コ ン ク リ ー ト の 表 面 に メ ッ シ ュ シ ー ト を 設 け た り 、 合 成 樹 脂 の 塗 膜 層 を

設 け る こ と が 実 施 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 上 記 メ ッ シ ュ シ ー ト の 例 と し て は 、 接 着 用 ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル 及 び メ ッ シ ュ シ ー

ト で コ ン ク リ ー ト 構 造 物 表 面 を 被 覆 し 、 そ の 上 か ら 水 系 塗 料 で 被 覆 す る こ と コ ン ク リ ー ト

剥 落 防 止 工 法 が あ る （ 特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 上 記 合 成 樹 脂 の 塗 膜 層 の 例 と し て は 、 引 張 り 強 さ と 引 張 り 伸 び を 特 定 し た 合 成 樹 脂 か ら

な る 補 強 層 を 含 む 塗 膜 層 を 用 い る コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 方 法 が あ る （ 特 許 文 献 ２ を 参 照 ）

。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ １ ̶ ９ ９ ２ ０ ９ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ ̶ ２ １ ３ ６ ２ ４ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 上 に 生 じ る 亀 裂 な ど に よ る 変 位 に 対 し て 追 従 性 が 良 好 で

あ る と と も に 、 コ ン ク リ ー ト 片 の 剥 落 を 防 止 す る こ と が で き る コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 及

び 、 施 工 が 容 易 な コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

本 発 明 に 係 る コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 は 、

（ １ ） コ ン ク リ ー ト 構 造 物 上 に 設 け ら れ る 中 間 層 と 、 前 記 中 間 層 の 上 に 設 け ら れ る 表 面 層

と を 備 え た コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 で あ っ て 、

　 前 記 中 間 層 は 、 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ に お け る １ ８ ０ ゜ 剥 離 試 験 （ JIS規 格 に 規

定 さ れ る K6854-2） で の 平 均 接 着 強 度 が １ ～ ５ Ｎ ／ ｍ ｍ で あ り 、

　 前 記 表 面 層 は 、 温 度 ２ ３ ℃ 、 湿 度 ５ ０ ％ に お け る 伸 び 率 が １ ０ ０ ～ ７ ０ ０ ％ で あ り 、

　 前 記 コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 は 、 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ に お け る 押 し 抜 き 試 験 に
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お い て 、 直 径 １ ０ ｃ ｍ 当 た り の 押 し 抜 き 荷 重 が ０ ． ３ ｋ Ｎ 以 上 で あ り 、 伸 び 性 能 が １ ０ ｍ

ｍ 以 上 で あ り 、 か つ 、 ひ び 割 れ 追 従 性 が 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ で ２ ｍ ｍ 以 上 で あ る

こ と を 特 徴 と す る コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 、

（ ２ ） 前 記 中 間 層 は 、 ３ 成 分 型 水 溶 性 エ ポ キ シ 樹 脂 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ）

に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 、

（ ３ ） 前 記 表 面 層 は 、 １ 液 湿 気 硬 化 型 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （

１ ） 又 は （ ２ ） に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

ま た 、 本 発 明 に 係 る コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 方 法 は 、

（ ４ ） コ ン ク リ ー ト 構 造 物 上 に 、 中 間 層 を 設 け る 第 １ の 工 程 と 、 前 記 第 １ の 工 程 に よ っ て

得 ら れ た 前 記 中 間 層 の 上 に 表 面 層 を 設 け る 第 ２ の 工 程 を 有 す る コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 方 法

で あ っ て 、

　 前 記 中 間 層 は 、 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ に お け る １ ８ ０ ゜ 剥 離 試 験 （ JIS規 格 に 規

定 さ れ る K6854-2） で の 平 均 接 着 強 度 が １ ～ ５ Ｎ ／ ｍ ｍ で あ り 、

　 前 記 表 面 層 は 、 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ に お け る 伸 び 率 が １ ０ ０ ～ ７ ０ ０ ％ で あ り

、

　 前 記 コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 は 、 温 度 ２ ３ ℃ 、 湿 度 ５ ０ ％ に お け る 押 し 抜 き 試 験 に お い

て 、 直 径 １ ０ ｃ ｍ 当 た り の 押 し 抜 き 荷 重 が ０ ． ３ ｋ Ｎ 以 上 で あ り 、 伸 び 性 能 が １ ０ ｍ ｍ 以

上 で あ り 、 ひ び 割 れ 追 従 性 が 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ で ２ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と を 特 徴

と す る 上 記 （ １ ） ～ （ ３ ） の い ず れ か に 記 載 の コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 を 用 い た コ ン ク リ

ー ト 剥 落 防 止 方 法 で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 請 求 項 １ 記 載 の コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 に よ れ ば 、 中 間 層 と 表 面 層 の 二 つ の 層 か ら 構 成

さ れ て い る の で 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 表 面 の ひ び 割 れ 、 剥 離 が 起 こ っ て も 、 コ ン ク リ ー

ト 片 の 剥 落 を 防 止 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 コ ン ク リ ー ト 片 が 剥 落 し て も 、 コ ン ク リ

ー ト 剥 落 防 止 材 は 、 中 間 層 が 凝 集 破 壊 す る こ と に よ り 、 コ ン ク リ ー ト 片 の 突 起 等 を 中 間 層

が 包 み 込 み 、 該 突 起 が 表 面 層 を 傷 つ け る こ と を 防 止 す る 。 ま た 、 コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材

は 、 表 面 層 が 、 剥 離 し た コ ン ク リ ー ト 片 の 重 さ に 耐 え て 、 該 当 箇 所 が 急 激 に 変 形 す る こ と

が な く 、 変 形 箇 所 を 目 視 で 確 認 し て コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 修 繕 を 行 う こ と が で き る 。 さ ら

に 、 コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 は 、 コ ン ク リ ー ト 表 面 全 体 を 保 護 す る 膜 の 役 割 を 果 た す た め

、 化 学 的 腐 食 、 塩 害 等 を 防 ぐ こ と も で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 請 求 項 ２ 記 載 の コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 に よ れ ば 、 ３ 成 分 型 水 溶 性 エ ポ キ シ 樹 脂 か ら な

る 組 成 物 は 、 ロ ー ラ ー 、 刷 毛 、 コ テ で 容 易 に 塗 る こ と が で き 、 ス プ レ ー 塗 装 の よ う に 周 辺

に 樹 脂 の 組 成 物 が 飛 散 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 請 求 項 ３ 記 載 の コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 に よ れ ば 、 １ 液 湿 気 硬 化 型 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 か

ら な る 組 成 物 は 、 ロ ー ラ ー 、 刷 毛 、 コ テ で 容 易 に 塗 る こ と が で き 、 ス プ レ ー 塗 装 の よ う に

周 辺 に 樹 脂 の 組 成 物 が 飛 散 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 請 求 項 ４ 記 載 の コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 方 法 に よ れ ば 、 よ り 効 率 的 に 剥 落 防 止 材 を 形 成 す

る こ と が で き る の で 、 既 設 の コ ン ク リ ー ト 構 造 の 改 修 又 は コ ン ク リ ー ト 構 造 の 新 設 に も 用

い る こ と が で き る 。 ま た 、 非 常 に 安 価 に コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 を 形 成 す る こ と が で き る

。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 に 係 る コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 の 構 成 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 に

お け る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 は 、 例 え ば 高 速 道 路 や 一 般 道 路 の 高 架 橋 、 軌 道 式 鉄 道 の 高 架 橋

、 跨 線 橋 、 用 水 路 の 高 架 橋 な ど が 該 当 す る が こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 本
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明 細 書 で は 、 本 発 明 に 係 る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 一 つ の 例 と し て 高 速 道 路 の 高 架 橋 を 用 い

た 例 を 示 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 の コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 上 に 設 け ら れ る 中 間 層 と 前 記

中 間 層 の 上 に 設 け ら れ る 表 面 層 と を 備 え た 構 成 か ら な る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 と し て は 、 上 記 し た 通 り で あ る 。 用 い ら れ る コ ン ク リ ー ト と し て は

、 普 通 コ ン ク リ ー ト 、 軽 量 コ ン ク リ ー ト 、 高 強 度 コ ン ク リ ー ト 、 流 動 化 コ ン ク リ ー ト 、 高

流 動 コ ン ク リ ー ト 、 マ ス コ ン ク リ ー ト 、 水 密 コ ン ク リ ー ト 等 が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ に 限 定

さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

[中 間 層 ]

　 上 記 中 間 層 は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 表 面 に ひ び 割 れ 、 剥 離 が お こ り 、 そ の 表 面 が 変 形 し

た 場 合 、 そ の 変 形 に 追 従 す る 。 該 変 形 を 目 視 で 確 認 し て コ ン ク リ ー ト の 修 繕 を 行 う こ と が

で き る 。 コ ン ク リ ー ト 片 の 剥 落 の よ う に 、 該 変 形 が 大 き い 場 合 は 、 コ ン ク リ ー ト 片 の 端 部

付 近 に お い て 、 中 間 層 の 内 部 が 凝 集 破 壊 を す る こ と に よ り 、 中 間 層 が コ ン ク リ ー ト 片 の 突

起 等 を 包 み 込 み 、 コ ン ク リ ー ト 片 が 表 面 層 を 傷 つ け る こ と が な い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 上 記 中 間 層 は 、 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ に お け る １ ８ ０ ゜ 剥 離 試 験 （ JIS規 格 に 規

定 さ れ る K6854-2） で の 平 均 接 着 強 度 が １ ～ ５ Ｎ ／ ｍ ｍ で あ る 。 該 平 均 接 着 強 度 が １ Ｎ ／

ｍ ｍ を 下 回 る と 中 間 層 と 表 面 層 の 界 面 で 剥 離 を 起 こ し 易 く な る 。 ま た 、 該 平 均 接 着 強 度 が

５ Ｎ ／ ｍ ｍ を 上 回 る と 塗 膜 剥 離 が 困 難 に な り 、 表 面 層 の 破 断 を 起 こ し 易 く な る 。 該 平 均 接

着 強 度 は 、 好 ま し く は ２ ～ ４ Ｎ ／ ｍ ｍ で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は ３ ～ ４ Ｎ ／ ｍ ｍ で あ る 。

当 該 試 験 に よ り 、 凝 集 破 壊 の し 易 さ を 確 認 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 上 記 中 間 層 は 、 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ に お け る 引 張 強 度 は １ ． ０ Ｎ ／ ｍ ｍ
２

以 上

で あ る 。 該 引 張 強 度 が １ Ｎ ／ ｍ ｍ
２

を 下 回 る と 、 健 全 な 塗 膜 維 持 が 困 難 に な り 、 経 年 に お

い て 、 塗 膜 の 膨 れ 、 剥 が れ を 生 じ る 。 ま た 、 該 引 張 強 度 は 、 好 ま し く は ２ ． ０ Ｎ ／ ｍ ｍ
２

以 上 で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は ２ ． ２ ～ ３ ． ９ Ｎ ／ ｍ ｍ
２

で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

上 記 中 間 層 の 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ に お け る 伸 び 率 は ほ ぼ 皆 無 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 上 記 中 間 層 を 構 成 す る 材 料 と し て は 、 上 記 平 均 接 着 強 度 、 引 張 強 度 を 有 し 、 所 定 条 件 で

凝 集 破 壊 す る も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 ウ レ タ ン 系 樹 脂 、 エ ポ キ シ 系 樹 脂

、 フ ッ 素 系 樹 脂 、 ラ ジ カ ル 系 樹 脂 、 シ リ コ ン 系 樹 脂 、 ア ク リ ル 系 樹 脂 、 天 然 樹 脂 等 が 挙 げ

ら れ る 。

　 中 で も 、 多 成 分 型 水 溶 性 エ ポ キ シ 樹 脂 が 好 ま し い 。 例 え ば 、 ２ 成 分 型 水 溶 性 エ ポ キ シ 樹

脂 で は 、 プ レ ポ リ マ ー と し て ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ を 用 い 、 硬 化 剤 と し て 水 溶 性 脂 肪 族 ポ リ ア

ミ ン 樹 脂 を 用 い た も の が 挙 げ ら れ る 。 ３ 成 分 型 水 溶 性 エ ポ キ シ 樹 脂 で は 、 前 記 ビ ス フ ェ ノ

ー ル Ａ を 用 い た プ レ ポ リ マ ー と 、 水 溶 性 脂 肪 族 ポ リ ア ミ ン 樹 脂 を 用 い た 硬 化 剤 と 、 速 硬 化

型 セ メ ン ト 及 び 二 酸 化 チ タ ン を 含 有 し た 粉 末 の ３ 成 分 か ら な る も の が 挙 げ ら れ る 。

ま た 、 ウ レ タ ン 系 樹 脂 と し て は 、 １ 液 湿 気 硬 化 型 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 が 好 ま し い 。 多 成 分 型

の よ う に 配 合 す る 必 要 が な く 、 ま た 、 大 気 中 の 湿 気 に よ り 硬 化 す る た め 、 作 業 の 効 率 化 を

図 る こ と が で き る 。

　 多 成 分 型 水 溶 性 エ ポ キ シ 樹 脂 、 １ 液 湿 気 硬 化 型 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 の 組 成 物 は 、 ロ ー ラ ー

、 刷 毛 、 コ テ で 容 易 に 塗 る こ と が で き 、 ス プ レ ー 塗 装 の よ う に 周 辺 に 樹 脂 の 組 成 物 が 飛 散

す る こ と が な い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 上 記 中 間 層 を 構 成 す る 材 料 に は 、 条 件 に 応 じ て 、 硬 化 剤 や 粉 体 を 混 合 さ せ る こ と が で き

る 。 硬 化 剤 と し て は 、 ポ リ ア ミ ン 樹 脂 、 酸 無 水 物 等 が 挙 げ ら れ る 。 粉 体 と し て は 、 セ メ ン
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ト や 二 酸 化 チ タ ン が 挙 げ ら れ る 。 セ メ ン ト は 中 間 層 の 強 度 向 上 等 、 二 酸 化 チ タ ン は 中 間 層

の 着 色 等 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

[表 面 層 ]

　 上 記 表 面 層 は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 表 面 の ひ び 割 れ 、 剥 離 が お こ り 、 中 間 層 が 凝 集 破 壊

し て も 、 コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 が 破 壊 す る こ と を 防 ぐ 役 割 を 果 た す 。 ひ び 割 れ 、 剥 離 し

た コ ン ク リ ー ト 片 の 荷 重 に 耐 え る 強 度 と 、 該 コ ン ク リ ー ト 片 の 形 状 に 追 従 す る 柔 軟 性 が 必

要 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 上 記 表 面 層 は 、 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ に お け る 引 張 強 度 は １ ． ０ Ｎ ／ ｍ ｍ
２

以 上

で あ る 。 該 引 張 強 度 が １ Ｎ ／ ｍ ｍ
２

を 下 回 る と 、 健 全 な 塗 膜 維 持 が 困 難 に な り 、 経 年 に お

い て 、 塗 膜 の 膨 れ 、 剥 が れ を 生 じ る 。 ま た 、 該 引 張 強 度 は 、 好 ま し く は １ ． ５ Ｎ ／ ｍ ｍ
２

以 上 で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は ２ ． ２ ～ ３ ． ９ Ｎ ／ ｍ ｍ
２

で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 上 記 表 面 層 は 、 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ に お け る 伸 び 率 は １ ０ ０ ～ ７ ０ ０ ％ で あ る

。 該 伸 び 率 が １ ０ ０ ％ を 下 回 る と 、 耐 荷 性 に お け る 伸 長 性 が 低 く な り １ ０ ｍ ｍ 以 上 の 伸 長

性 が 困 難 に な る 。 ま た 、 該 伸 び 率 が ７ ０ ０ ％ を 上 回 る と 、 塗 膜 強 度 が 低 く な り 剥 落 防 止 効

果 が 困 難 に な る 。 該 伸 び 率 は 、 好 ま し く は １ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ％ で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は ２

０ ０ ～ ４ ０ ０ ％ で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 上 記 表 面 層 を 構 成 す る 材 料 と し て は 、 上 記 引 張 強 度 及 び 伸 び 率 を 有 す る も の で あ れ ば 特

に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 ウ レ タ ン 系 樹 脂 、 エ ポ キ シ 系 樹 脂 、 フ ッ 素 系 樹 脂 、 ラ ジ カ ル 系

樹 脂 、 シ リ コ ン 系 樹 脂 、 ア ク リ ル 系 樹 脂 、 天 然 樹 脂 等 が 挙 げ ら れ る 。

　 中 で も 、 １ 液 湿 気 硬 化 型 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 が 好 ま し い 。 大 気 中 の 湿 気 に よ り 硬 化 す る た

め 、 作 業 の 効 率 化 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 １ 液 湿 気 硬 化 型 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 と し て は

、 特 殊 変 性 ウ レ タ ン 樹 脂 に 高 沸 点 炭 化 水 素 を 含 有 さ せ た も の 等 が 挙 げ ら れ る 。

　 １ 液 湿 気 硬 化 型 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 の 組 成 物 は 、 ロ ー ラ ー 、 刷 毛 、 コ テ で 容 易 に 塗 る こ と

が で き 、 ス プ レ ー 塗 装 の よ う に 周 辺 に 樹 脂 の 組 成 物 が 飛 散 す る こ と が な い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 上 記 表 面 層 を 構 成 す る 材 料 に は 、 条 件 に 応 じ て 、 添 加 剤 を 混 合 さ せ る こ と が で き る 。 添

加 剤 と し て は 、 無 機 系 粘 性 調 整 材 等 が 挙 げ ら れ る 。 例 え ば 、 シ リ カ 系 添 加 剤 、 珪 酸 マ グ ネ

シ ウ ム 系 添 加 剤 等 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 上 記 表 面 層 を 構 成 す る 材 料 に は 、 補 強 材 を 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。 表 面 層 に 補 強 材

を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 表 面 層 の 強 度 が 増 し 、 コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 の 効 果 が 高 ま る

。 補 強 材 の 例 と し て は 、 不 織 布 や 、 繊 維 シ ー ト 等 が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

［ コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 ］

　 コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 表 面 の ひ び 割 れ 、 剥 離 が 起 こ っ て も

、 コ ン ク リ ー ト 片 の 剥 落 を 防 止 す る こ と が で き る と と も に 、 剥 離 し た コ ン ク リ ー ト に よ り

変 形 し た 箇 所 を 目 視 で 確 認 し て コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 修 繕 を 行 う こ と が で き る 役 割 を 果 た

す 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 上 記 コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 は 、 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ に お け る 押 し 抜 き 試 験 に

お い て 、 直 径 １ ０ ｃ ｍ 当 た り の 押 し 抜 き 荷 重 が ０ ． ３ ｋ Ｎ 以 上 で あ り 、 か つ 、 伸 び 性 能 が

１ ０ ｍ ｍ 以 上 で あ る 。 該 押 し 抜 き 荷 重 が ０ ． ３ ｋ Ｎ を 下 回 る と 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 表

面 の ひ び 割 れ 、 剥 離 が 起 こ っ た 場 合 、 コ ン ク リ ー ト 片 の 荷 重 に コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 が

耐 え る こ と が 難 し く な る 。 該 押 し 抜 き 荷 重 は 、 好 ま し く は ０ ． ４ ｋ Ｎ 以 上 で あ り 、 さ ら に

好 ま し く は ０ ． ５ ｋ Ｎ 以 上 で あ る 。 該 伸 び 性 能 が １ ０ ｍ ｍ を 下 回 る と 、 コ ン ク リ ー ト 構 造

物 の 表 面 の ひ び 割 れ 、 剥 離 が 起 こ っ た 場 合 、 コ ン ク リ ー ト 片 の 荷 重 に よ り コ ン ク リ ー ト 剥
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落 防 止 材 が 破 断 す る 虞 が 高 く な る 。 該 伸 び 性 能 は 、 好 ま し く は ２ ０ ｍ ｍ 以 上 で あ り 、 さ ら

に 好 ま し く は ３ ０ ｍ ｍ 以 上 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 上 記 コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 は 、 JSCE-K 532-2013に よ る ひ び 割 れ 追 従 性 の 伸 び が 温 度

２ ３ ℃ 、 湿 度 ５ ０ ％ で ２ ｍ ｍ 以 上 で あ る 。 該 ひ び 割 れ 追 従 性 が ２ ｍ ｍ 未 満 で あ る と 、 コ ン

ク リ ー ト 躯 体 の ひ び 割 れ に 追 従 出 来 ず に 塗 膜 に 亀 裂 が 生 じ 、 コ ン ク リ ー ト の 中 性 化 が 助 長

す る 事 態 を ま ね く 。 該 ひ び 割 れ 追 従 性 は 、 好 ま し く は ２ ． ５ ｍ ｍ 以 上 で あ り 、 さ ら に 好 ま

し く は ３ ｍ ｍ 以 上 で あ る 。 － ２ ０ ℃ 温 度 環 境 下 に お け る コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 の ひ び 割

れ 追 従 性 は 、 ０ ． ４ ｍ ｍ 以 上 で あ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

［ コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 方 法 ］

　 次 に 、 本 発 明 に 係 る コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 方 法 に つ い て 説 明 す る 。

　 ま ず 、 本 発 明 に 係 る コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 方 法 に よ り コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 を 形 成 す

る 前 に 、 対 象 と な る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 に お い て 、 す で に 何 ら か の 剥 落 防 止 材 が あ る 場 合

に は 、 そ の 剥 落 防 止 材 を 撤 去 す る 。 こ の 剥 落 防 止 材 の 撤 去 は 、 例 え ば 既 に 設 置 さ れ て い る

剥 落 防 止 材 に 用 い ら れ て い た 所 定 の 金 属 部 材 や シ ー リ ン グ 材 を は じ め と す る 各 種 の 部 材 等

を 撤 去 す る 。 そ の 後 、 各 種 の 部 材 等 を 撤 去 し た 箇 所 の コ ン ク リ ー ト の 状 態 を 確 認 し 、 コ ン

ク リ ー ト が 脆 く な っ て い て 弱 い と こ ろ （ ケ レ ン ） を 補 修 し 、 以 下 の コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止

材 を 形 成 し た 後 も 所 定 の 剥 落 防 止 性 能 を 維 持 で き る よ う に す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 次 に 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 表 面 が 粗 い 場 合 、 即 ち 該 表 面 の 凹 凸 が 大 き い 時 は 不 陸 調 整

を 行 い 、 こ れ ら の 表 面 を 平 滑 化 処 理 し て 接 着 層 を 作 成 す る 。 こ の 不 陸 調 整 に は 、 ポ リ ウ レ

タ ン 樹 脂 を 用 い て 行 う こ と が 好 ま し い 。 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 は 、 例 え ば ゴ ム ベ ラ 等 に よ っ て

コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 表 面 に 対 し て 平 滑 に 塗 り 付 け ら れ る 。 そ し て 、 こ の ポ リ ウ レ タ ン 樹

脂 を 塗 り 付 け る こ と に よ っ て 該 表 面 に 形 成 さ れ て い る 凹 凸 の う ち の 凹 部 が 埋 め ら れ て 、 該

表 面 を 平 滑 化 す る こ と が で き る 。 該 接 着 層 の 厚 さ は 約 ２ ０ μ ｍ で あ る （ 塗 布 量 の 場 合 、 約

１ ０ ０ ｇ ／ ｍ
２

） 。 環 境 温 度 と 乾 燥 養 生 時 間 の 目 安 は 、 ０ ～ １ ０ ℃ の 場 合 約 ４ ０ 分 ～ ２ 時

間 、 １ ０ ～ ２ ０ ℃ の 場 合 約 ３ ０ 分 ～ ２ 時 間 、 ２ ０ ～ ３ ０ ℃ の 場 合 約 ２ ０ 分 ～ １ 時 間 で あ る

。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 次 に コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 表 面 に 、 該 表 面 の 全 部 又 は 少 な く と も 一 部 を 塞 い だ 状 態 で 中

間 層 を 設 け る （ 第 １ の 工 程 ） 。 前 記 中 間 層 は 、 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ に お け る １ ８

０ ゜ 剥 離 試 験 （ JIS規 格 に 規 定 さ れ る K6854-2） で の 平 均 接 着 強 度 が ３ ～ ４ Ｎ ／ ｍ ｍ で あ る

。 該 中 間 層 を 構 成 す る 材 料 は 、 上 述 し た コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 で 用 い ら れ て い る も の が

挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 上 記 中 間 層 は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 表 面 が ひ び 割 れ 、 剥 離 が お こ り 、 そ の 表 面 が 変 形 し

た 場 合 、 そ の 変 形 に 追 従 す る 。 該 変 形 を 目 視 で 確 認 し て コ ン ク リ ー ト の 修 繕 を 行 う こ と が

で き る 。 コ ン ク リ ー ト 片 の 剥 落 の よ う に 、 該 変 形 が 大 き い 場 合 は 、 コ ン ク リ ー ト 片 の 端 部

付 近 に お い て 、 中 間 層 の 内 部 が 凝 集 破 壊 を す る こ と に よ り 、 中 間 層 が コ ン ク リ ー ト 片 の 突

起 等 を 包 み 込 み 、 コ ン ク リ ー ト 片 が 表 面 層 を 傷 つ け る こ と が な い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 中 間 層 を 設 け る 方 法 と し て は 、 中 間 層 を 構 成 す る 材 料 を ロ ー ラ ー 、 刷 毛 、 コ テ 、 ス プ レ

ー 等 で 塗 布 す る 。 中 で も 、 ロ ー ラ ー 、 刷 毛 、 コ テ は ス プ レ ー 塗 装 の よ う に 周 辺 に 該 材 料 が

飛 散 す る こ と が な く 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 中 間 層 を 形 成 す る 層 厚 は 、 構 成 す る 樹 脂 や そ の 特 性 等 に よ り 異 な る が 、 例 え ば 、 ２ 成 分

型 水 溶 性 エ ポ キ シ 樹 脂 の 場 合 は 、 １ ０ ～ ２ ０ μ ｍ 、 ３ 成 分 型 水 溶 性 エ ポ キ シ 樹 脂 の 場 合 は

、 ２ ０ ０ ～ ３ ０ ０ μ ｍ 、 １ 液 湿 気 硬 化 型 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 の 場 合 は 、 １ ０ ～ ２ ０ μ ｍ で あ

る 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】

　 次 に 中 間 層 の 養 生 後 、 そ の 表 面 に 、 該 表 面 の 全 部 又 は 少 な く と も 一 部 を 塞 い だ 状 態 で 表

面 層 を 設 け る （ 第 ２ の 工 程 ） 。 前 記 表 面 層 は 、 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ に お け る 伸 び

率 が ２ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ％ で あ る 。 該 表 面 層 を 構 成 す る 材 料 は 、 上 述 し た コ ン ク リ ー ト 剥 落 防

止 材 で 用 い ら れ て い る も の が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 上 記 表 面 層 は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 表 面 の ひ び 割 れ 、 剥 離 が お こ り 、 中 間 層 が 凝 集 破 壊

し て も 、 コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 が 破 壊 す る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。 ま た 、 表 面 層 は 、

ひ び 割 れ 、 剥 離 し た コ ン ク リ ー ト 片 の 荷 重 に 耐 え る 強 度 と 、 該 コ ン ク リ ー ト 片 の 形 状 に 追

従 す る 柔 軟 性 を 有 す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 表 面 層 を 設 け る 方 法 と し て は 、 表 面 層 を 構 成 す る 材 料 を ロ ー ラ ー 、 刷 毛 、 コ テ 、 ス プ レ

ー 等 で 塗 布 す る 。 中 で も 、 ロ ー ラ ー 、 刷 毛 、 コ テ は ス プ レ ー 塗 装 の よ う に 周 辺 に 該 材 料 が

飛 散 す る こ と が な く 好 ま し い 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 表 面 層 を 形 成 す る 層 厚 は 、 構 成 す る 樹 脂 や そ の 特 性 等 に よ り 異 な る が 、 例 え ば 、 １ 液 湿

気 硬 化 型 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 の 場 合 は 、 ３ ０ ０ ～ ４ ０ ０ μ ｍ で あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 以 上 、 本 発 明 に 係 る コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 及 び コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 方 法 に つ い て 説

明 し た が 、 上 記 し た の は 本 発 明 に 係 る コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 及 び コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止

方 法 に 関 す る 一 つ の 例 を 示 し た に 過 ぎ ず 、 上 記 し た も の で 限 定 さ れ る こ と は な い 。 し た が

っ て 、 本 発 明 は 、 本 発 明 の 趣 旨 か ら 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 適 宜 変 更 し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 以 下 、 実 施 例 を 挙 げ て 本 発 明 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

 [中 間 層 組 成 物 の 作 成 ]　 中 間 層 組 成 物 を 下 記 「 表 １ 」 の 通 り に 作 成 し た 。 処 方 Ａ は 主 剤

に ビ ス フ ェ ノ ー ル 系 エ ポ キ シ 樹 脂 、 硬 化 剤 に は 水 溶 性 脂 肪 族 系 ポ リ ア ミ ン 樹 脂 の ２ 成 分 型

水 溶 性 エ ポ キ シ 塗 料 か ら な り 、 処 方 Ｂ ～ Ｅ は 処 方 Ａ に 速 硬 化 型 セ メ ン ト 及 び 二 酸 化 チ タ ン

を 含 有 し た 粉 体 を 以 下 の 混 合 比 率 を 変 え た 3成 分 型 水 溶 性 エ ポ キ シ 塗 料 と し た 。 処 方 Ｆ は

溶 剤 系 １ 液 湿 気 硬 化 型 ウ レ タ ン 塗 料 、 処 方 Ｇ は 主 剤 に 溶 剤 系 ビ ス フ ェ ノ ー ル 系 エ ポ キ シ 樹

脂 、 硬 化 剤 に は 溶 剤 系 脂 肪 族 系 ポ リ ア ミ ン 樹 脂 を 使 用 し た ２ 成 分 型 溶 剤 系 エ ポ キ シ 塗 料 と

し た 。

【 ０ ０ ４ ４ 】
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【 表 １ 】
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 [表 面 層 組 成 物 の 作 成 ]

　 表 面 層 組 成 物 を 下 記 「 表 ２ 」 の 通 り に 作 成 し た 。 塗 料 配 合 は 、 イ ソ シ ア ネ ー ト 基 含 有 ウ

レ タ ン 樹 脂 、 高 沸 点 炭 化 水 素 、 加 工 顔 料 を 含 有 し た １ 液 湿 気 硬 化 型 ウ レ タ ン 塗 料 （ Ｋ Ｆ ケ

ミ カ ル 社 製 、 製 品 名 「 Ｋ Ｆ シ ー ル テ ク ト 　 Ｈ Ｂ ト ッ プ 」 ） を 主 成 分 と し た 塗 料 Ａ に 、 無 機

系 粘 性 調 整 材 の シ リ カ 系 添 加 剤 Ｂ （ ト ク ヤ マ 社 製 、 製 品 名 「 レ オ ロ シ ー ル 」 ） 、 含 水 珪 酸

マ グ ネ シ ウ ム 系 添 加 剤 Ｃ （ 昭 和 Ｋ Ｄ Ｅ 社 製 、 製 品 名 「 ミ ル コ ン Ｍ Ｓ － ２ 」 ） を 以 下 の 混 合

比 率 で 作 成 し た 。

【 ０ ０ ４ ６ 】
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【 表 ２ 】
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[中 間 層 接 着 強 度 試 験 ]

　 ２ ０ × ７ ０ × １ ５ ０ ｍ ｍ の モ ル タ ル 板 に 処 方 Ａ か ら Ｇ の 塗 料 を 塗 布 し ， 温 度 ２ ３ ℃ 、 相

対 湿 度 ５ ０ ％ で １ 時 間 放 置 し た 。 そ の 後 ， 表 面 層 組 成 物 と し て 処 方 ２ の １ 液 湿 気 硬 化 型 ウ

レ タ ン 塗 料 （ 塗 布 量 ： ０ ． ３ ｋ ｇ ／ ｍ
２

） を 塗 布 し ， 塗 布 直 後 に 補 強 材 と し て 不 織 布 を 乗

せ て ， 更 に 処 方 ２ の ウ レ タ ン 塗 料 （ 塗 布 量 ： ０ ． ５ ｋ ｇ ／ ｍ
２

） を 塗 布 し ， 温 度 ２ ３ ℃ 、

相 対 湿 度 ５ ０ ％ で ２ ８ 日 間 放 置 し た 。 そ の 後 、 中 間 層 の 接 着 性 を １ ８ ０ 度 は く 離 試 験 （ JI

S規 格 に 規 定 さ れ る K6854-2） で 接 着 強 度 を 測 定 し た 。 測 定 は ３ 回 行 い 、 そ の 平 均 値 を 算 出

し た 。

　 以 下 、 以 下 、 測 定 結 果 を 「 表 ３ 」 に 記 す 。 「 表 ３ 」 の 数 値 の 単 位 は 、 Ｎ ／ ｍ ｍ で あ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】 10
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【 表 ３ 】

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 処 方 Ｆ 、 Ｇ の 溶 剤 系 塗 料 を 使 用 し た 場 合 、 他 の 処 方 と 比 較 し て 非 常 に 高 い 接 着 強 度 を 持

つ 事 が わ か っ た 。 ま た 、 処 方 Ａ は 粉 体 を 含 ま ず 、 処 方 Ｅ は 粉 体 量 が 多 い こ と か ら 接 着 強 度 50
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が 低 く な っ た 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

[表 面 層 の 施 工 性 ・ 仕 上 が り 外 観 試 験 ]

　 室 温 ２ ０ ～ ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ～ ６ ０ ％ の 環 境 下 で 、 基 材 に プ ラ ス チ ッ ク 製 段 ボ ー ル

を 使 用 し 、 施 工 用 具 に は 毛 丈 ５ ｍ ｍ の 短 毛 ロ ー ラ ー を 用 い て 立 面 で 、 処 方 １ ～ ８ の 表 面 層

組 成 物 を 塗 布 し た 。 そ の 施 工 性 、 仕 上 が り 外 観 を 測 定 し た 。

【 ０ ０ ５ １ 】

【 表 ４ 】

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 「 表 ４ 」 中 、 た る み 性 と は 、 表 面 層 を 施 工 後 乾 燥 ま で の 間 に 、 塗 料 が 下 方 に 移 動 し て 起

こ る 局 部 的 な 膜 厚 の 異 常 が 起 こ る 現 象 を 指 す 。

　 仕 上 が り 外 観 で 、 ○ は ロ ー ラ ー パ タ ー ン が 残 ら な い 、 △ は ロ ー ラ ー パ タ ー ン が 若 干 残 る

、 × は ロ ー ラ ー パ タ ー ン が 著 し く 残 る こ と を 意 味 す る 。 ま た 、 た る み 性 が 有 る 場 合 は 、 仕

上 が り 外 観 は × に 該 当 す る た め 、 試 験 は 行 わ ず 「 － 」 と し た 。 し た が っ て 、 仕 上 が り 外 観

の 項 目 で 「 － 」 と あ る の は 「 × 」 を 意 味 す る 。

　 添 加 剤 Ｂ は 添 加 剤 Ｃ よ り も 少 量 で た る み 性 を 改 善 で き た 。 ま た 塗 料 と し て の 施 工 作 業 性

、 仕 上 が り 外 観 は 処 方 ２ ， ３ ， ８ で 良 好 な 結 果 が 得 ら れ た 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

[表 面 層 の 伸 び 試 験 ]

（ １ ） Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 （ Ａ ６ ０ ２ １ ） の 引 張 性 能 試 験 の 要 領 に 従 い 、 表 面 層 の 処 方 １ ～ ８ の 材

料 で 乾 燥 膜 厚 が １ ｍ ｍ に な る よ う に 型 枠 に 流 し 込 み シ ー ト を 作 製 し た 。 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対

湿 度 ５ ０ ％ で ４ 日 間 放 置 後 脱 型 し て 、 更 に １ ０ 日 間 放 置 し た も の を Ｊ Ｉ Ｓ Ｋ ６ ２ ５ １ に 規

定 す る ダ ン ベ ル 状 ３ 号 形 で 型 抜 き し 、 引 張 速 度 ５ ０ ０ ｍ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ で 標 線 ２ ｃ ｍ 間 の 伸 び
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率 を 測 定 し た 。 試 験 環 境 は 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ で 実 施 し た 。

試 験 体 ３ 個 を 一 組 と し て 実 施 し 、 そ の 平 均 値 を 算 出 し た 。

（ ２ ） 引 張 性 能 （ 伸 び 率 ） 試 験 の 測 定 結 果 を 「 表 ５ 」 に 記 す 。 「 表 ５ 」 の 数 値 の 単 位 は 、

％ （ 破 断 時 の 伸 び 率 ） で あ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

【 表 ５ 】

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 上 記 結 果 か ら 処 方 ２ ， ３ ， ７ に お い て 好 ま し い 伸 び 率 が 得 ら れ る こ と が 確 認 で き た 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

[ひ び 割 れ 追 従 性 試 験 ]

（ １ ） 土 木 学 会 規 準 の 表 面 被 覆 材 の ひ び 割 れ 追 従 性 試 験 方 法 （ JSCE-K 532-2013） の 要 領

に 従 い 標 準 状 態 試 験 体 を 作 製 し 、 試 験 は ２ ３ ℃ （ 常 温 時 ） の 環 境 下 で 実 施 し た 。 試 験 体 ３

個 を 一 組 と し て 実 施 し 、 そ の 平 均 値 を 算 出 し た 。 表 面 被 覆 材 は 中 間 層 と し て 処 方 Ｄ の 塗 料

を 使 用 し 塗 布 量 は ０ ． ３ ５ ｋ ｇ ／ ｍ
２

と し た 。 ま た 、 表 面 層 で あ る 処 方 １ ～ ８ の 塗 料 に つ

い て は 、 ０ ． ３ ０ ｋ ｇ ／ ｍ
２

の 量 を ２ 回 塗 り 、 塗 布 量 は ０ ． ６ ０ ｋ ｇ ／ ｍ
２

と し た 。

（ ２ ） ひ び 割 れ 追 従 性 試 験 の 測 定 結 果 を 「 表 ６ 」 に 記 す 。 「 表 ６ 」 の 数 値 の 単 位 は 、 ｍ ｍ

で あ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】
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【 表 ６ 】

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 上 記 結 果 か ら 添 加 剤 Ｂ は 添 加 剤 Ｃ に 比 べ て 添 加 量 に よ る ひ び 割 れ 追 従 性 能 に 大 き く 影 響

す る こ と が 確 認 で き た 。 ま た 、 添 加 剤 の 添 加 量 が 多 く な る と ひ び 割 れ 追 従 性 能 が 低 下 す る

こ と が 分 か っ た 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

[押 し 抜 き 試 験 ]

　 押 し 抜 き 試 験 は 、 首 都 高 速 道 （ 株 ） が 作 成 し た 「 鋼 橋 舗 装 設 計 施 工 要 領 」 （ 平 成 ２ ９ 年

８ 月 ） に 添 付 さ れ て い る 「 参 考 資 料 １ － ９ 　 橋 梁 構 造 物 設 計 要 領 コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 編

（ H18.8） に お け る 性 能 照 査 試 験 方 法 」 に 基 づ い て 行 っ た 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

（ １ ） 試 験 体 の 作 製

　 標 準 養 生 （ 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ 程 度 ） し た 被 着 体 と し て 、 JIS　 A　 5372： 2004

（ プ レ キ ャ ス ト 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 品 ） に 規 定 す る Ｕ 形 ふ た （ ４ ０ ０ × ６ ０ ０ × ６ ０ ｍ ｍ

） を 使 用 し た 。 Ｕ 形 ふ た 中 央 部 を 直 径 １ ０ ０ ｍ ｍ の 形 状 で コ ン ク リ ー ト 用 コ ア カ ッ タ ー に

よ り 、 底 部 を ５ ｍ ｍ 残 し た 状 態 で 垂 直 に コ ア 削 孔 し た 。 そ の 後 、 剥 落 防 止 工 法 施 工 面 に 、

サ ン ダ ー ケ レ ン に よ り 表 面 処 理 を 行 っ た 。

　 次 に 、 Ｕ 形 ふ た 中 央 部 ４ ０ ０ × ４ ０ ０ ｍ ｍ の 剥 落 防 止 工 法 施 工 面 に 、 処 方 Ａ ～ Ｇ の 塗 料

を 塗 布 し た 。 塗 布 量 は 処 方 Ａ 及 び Ｆ ， Ｇ は ０ ． １ ｋ ｇ ／ ｍ
２

と し 、 Ｂ ～ Ｅ ま で は ０ ． ３ ５

ｋ ｇ ／ ｍ
２

と し た 。 塗 布 後 、 室 温 （ ２ ３ ℃ ） で １ 時 間 放 置 し た 後 、 そ の 上 に 、 処 方 ２ の 塗

料 を 塗 布 し た 。 処 方 ２ の 塗 布 量 は 、 ０ ． ３ ｋ ｇ ／ ｍ
２

の 量 を ２ 回 塗 り 、 ０ ． ６ ｋ ｇ ／ ｍ
２

と し た 。 そ の 後 、 ５ 日 間 標 準 養 生 （ 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ 程 度 ） し て 試 験 体 を 作 製

し た 。

【 ０ ０ ６ １ 】

（ ２ ） 試 験 方 法

　 試 験 室 温 は ２ ３ ℃ と し 、 試 験 体 も 同 温 と し た 。
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　 試 験 体 を ス パ ン ４ ０ ０ ｍ ｍ に て Ｈ 鋼 上 に 固 定 し 、 コ ア 中 央 部 に 鉛 直 、 均 等 に 荷 重 が か か

る よ う に 球 座 を 挟 ん で 載 荷 し た 。 載 荷 は ま ず １ ｍ ｍ ／ 分 の 速 度 で 、 Ｕ 形 ふ た が 破 壊 す る ま

で 載 荷 し た 。 そ の 後 、 初 期 ピ ー ク 値 が 確 認 さ れ た ら ５ ｍ ｍ ／ 分 で 載 荷 し 、 押 し 抜 き 試 験 を

行 い 、 最 大 押 し 抜 き 荷 重 及 び 最 大 変 位 （ 伸 び 性 能 ） を 測 定 し た 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

（ ３ ） 試 験 結 果

　 「 表 ７ 」 に 記 す 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

【 表 ７ 】

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 処 方 Ｆ ， Ｇ の 塗 料 を 使 用 し た 試 験 体 で は ， 接 着 性 が 強 く 伸 び 性 能 は そ れ ほ ど 大 き な 値 は

得 ら れ な か っ た 。 一 方 、 処 方 Ａ の 塗 料 を 使 用 し た 試 験 体 は 中 間 層 と 表 面 層 の 界 面 で 剥 離 し

て 、 伸 び 性 能 は １ ０ ０ ｍ ｍ と 大 き い が 最 大 押 し 抜 き 荷 重 は そ れ ほ ど 大 き な 値 は 得 ら れ な か

っ た 。

　 こ の 結 果 、 最 大 押 し 抜 き 荷 重 、 伸 び 性 能 の バ ラ ン ス の 良 い 処 方 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ 、 Ｅ の ３ 成 分

型 水 溶 性 エ ポ キ シ 塗 料 が 適 し て い る と 確 認 で き た 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 以 上 の 試 験 結 果 か ら 、 中 間 層 組 成 物 に お い て は 粉 体 の 添 加 量 の 最 適 化 、 表 面 層 組 成 物 の

お い て は 添 加 物 で あ る 粘 性 調 整 材 の 最 適 化 を 行 い 、 鋼 橋 塗 装 設 計 施 工 要 領 （ 首 都 高 速 道 路

（ 株 ） 平 成 ２ ９ 年 ８ 月 ） の 要 求 品 質 項 目 （ 以 下 、 規 格 Ｂ 種 と い う 。 ） の 試 験 を 実 施 し た 。

結 果 を 以 下 に 示 す 。 な お 、 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ の 条 件 下 、 試 験 は ３ 回 行 い 、 そ の

平 均 値 を 算 出 し た 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 中 間 層 と し て 「 Ｋ Ｆ シ ー ル テ ク ト 　 ア ン ダ ー コ ー ト Ｔ 」 （ Ｋ Ｆ ケ ミ カ ル 株 式 会 社 製 ） 、

表 面 層 と し て 「 Ｋ Ｆ シ ー ル テ ク ト 　 Ｈ Ｂ ト ッ プ 」 （ Ｋ Ｆ ケ ミ カ ル 株 式 会 社 製 ） を 用 い た 。

「 Ｋ Ｆ シ ー ル テ ク ト 　 ア ン ダ ー コ ー ト Ｔ 」 は 、 主 剤 に ビ ス フ ェ ノ ー ル 系 エ ポ キ シ 樹 脂 、 硬

化 剤 に は 水 溶 性 脂 肪 族 系 ポ リ ア ミ ン 樹 脂 、 速 硬 化 型 セ メ ン ト 及 び 二 酸 化 チ タ ン を 含 有 し た

粉 体 を 混 合 比 率 １ ： １ ： ２ ． ７ と す る 3成 分 型 水 溶 性 エ ポ キ シ 塗 料 で あ り 、 塗 布 量 は ０ ．

３ ５ ｋ ｇ ／ ｍ
２

で あ る 。 「 Ｋ Ｆ シ ー ル テ ク ト 　 Ｈ Ｂ ト ッ プ 」 は 、 上 記 し た 処 方 ２ の 塗 料 で

あ り 、 塗 布 量 は 、 ０ ． ３ ｋ ｇ ／ ｍ
２

の 量 を ２ 回 塗 り 、 ０ ． ６ ０ ｋ ｇ ／ ｍ
２

と し た 。

【 ０ ０ ６ ７ 】
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【 表 ８ 】

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 表 ８ の 結 果 よ り 、 本 発 明 コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 は 、 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ に お

け る １ ８ ０ ゜ 剥 離 試 験 （ JIS規 格 に 規 定 さ れ る K6854-2） で の 平 均 接 着 強 度 が １ ～ ５ Ｎ ／ ｍ

ｍ で あ る 中 間 層 と 、 温 度 ２ ３ ℃ 、 相 対 湿 度 ５ ０ ％ に お け る 伸 び 率 が １ ０ ０ ～ ７ ０ ０ ％ で あ

る 表 面 層 か ら 構 成 さ れ る た め 、 該 コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止 材 の 温 度 ２ ３ ℃ 、 湿 度 ５ ０ ％ に お

け る 押 し 抜 き 試 験 に お け る 、 直 径 １ ０ ０ ｍ ｍ 当 た り の 押 し 抜 き 荷 重 が ０ ． ３ ｋ Ｎ 以 上 で あ 50
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り 、 そ の 時 の 伸 び 性 能 性 が １ ０ ｍ ｍ 以 上 で あ り 、 か つ 、 ひ び 割 れ 追 従 性 が ２ ｍ ｍ 以 上 で あ

る こ と が 確 認 で き た 。

　 ま た 、 中 間 層 と 表 面 層 を ロ ー ラ ー で 塗 布 す る こ と が で き 、 本 発 明 コ ン ク リ ー ト 剥 落 防 止

材 を 容 易 に 構 成 す る こ と が で き た 。
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